平成27年6月25日

各　位

公益社団法人日本技術士会中国本部

本部長　大田 一夫
防災委員長　古川 智　

拝啓　時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。平素より当本部の活動に、ご理解・ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

　この度、日本技術士会中国本部防災委員会と建設コンサルタンツ協会中国支部防災委員会は、(公財)広島市文化財団 まちづくり市民交流プラザとの共催で、｢みんなで考える土砂災害－降雨と避難について－｣と題した講演会を開催することといたしました。今回は広島大学から２名の教授をお招きして、降雨レーダー情報の活用と今後の土砂災害対策について講演していただきます。
　土砂災害の発生と対策に関心のある方は、皆様お誘いあわせのうえ、多数ご参加くださいますようご案内申し上げます。なお、メール送信可能な方は、事務局事務の省力化のため、できるだけ中国本部ホームページ(http://www.ipej-chugoku.jp/)の「Web申込みはこちら」か、中国本部からの開催案内メールの返信メールでお申し込み下さい。
敬具

記

１．主　催：公益社団法人日本技術士会 中国本部防災委員会

一般社団法人建設コンサルタンツ協会 中国支部防災委員会
２．共　催：公益財団法人広島市文化財団 まちづくり市民交流プラザ
３．後　援：中国地方防災研究会
４．日　時：平成２７年８月２１日（金）　13：30～17：00
５．場　所：合人社ウェンディひと・まちプラザ（まちづくり市民交流プラザ）北棟6Fﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｽﾀｼﾞｵ　　

広島市中区袋町6-36　TEL 082-545-3911　
http://www.cf.city.hiroshima.jp/m-plaza/kotsu.html
６．内　容
13：30　開会 挨拶　 建設コンサルタンツ協会中国支部　　　　  　 支部長　       小田　秀樹
13：35　基調講演1　「豪雨災害軽減のための降雨レーダー情報の活用」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広島大学教授　河原　能久　

基調講演2　「広島土砂災害の教訓と今後の土砂災害対策」
広島大学教授　土田　孝

　15：35　(休憩)
15：45　話題提供
「梅林学区自主防災会－自主防災マップの制作から避難訓練までの経過－」
　　            建設コンサルタンツ協会中国支部防災委員会　委員長　     青原　啓詞
　　　　「雨の降り方と土砂災害の特徴について」
　　　　 日本技術士会中国本部防災委員会　　　      委員　       中井　真司　
16：55　閉会 挨拶　 日本技術士会中国本部　　　　　　　　　　　　本部長　      大田　一夫
７. 定員、対象、参加費、ＣＰＤ：

1）定　員：60人（建設コンサルタンツ協会会員、日本技術士会会員、中国地方防災研究会会員）
40人（一般参加者：募集は市民交流プラザが実施）
2）参加費：無　料

3）ＣＰＤ：本プログラムは、建設系CPD協議会に登録された日本技術士会認定のCPDプログラムで

参加者には日本技術士会からCPD：3時間のCPD参加票を発行いたします。
８．その他

※締め切り　　平成27年8月7日（金）

※申し込み先　日本技術士会 中国本部 事務局

電 話：082-511-0305　FAX：082-511-0309  E-mail:ipej-hiro@rapid.ocn.ne.jp
平成27年度　第1回防災講演会
｢みんなで考える土砂災害－降雨と避難について－｣
プログラム
主催　　：公益社団法人　日本技術士会中国本部　防災委員会

一般社団法人　建設コンサルタンツ協会中国支部　防災委員会

共催　　： 公益財団法人　広島市文化財団　広島市まちづくり市民交流プラザ

(市民との協働プログラム)

後援　　：中国地方防災研究会
日　時　：　平成27年8月21日（金）　13：30～17：00
場　所　：　合人社ウェンディひと・まちプラザ（まちづくり市民交流プラザ）

　北棟6F マルチメディアスタジオ
　　　　　　広島市中区袋町　6-36 TEL 082-545-3911

プログラム

13：30　開会 挨拶　建設コンサルタンツ協会中国支部　　　　 支部長      　小田　秀樹
13：35　

　基調講演1　「豪雨災害軽減のための降雨レーダー情報の活用」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  広島大学教授　河原　能久　
XバンドMPレーダーによる降雨データの特徴と活用方法を説明する。観測事例として、8.20土砂災害をもたらした豪雨と、安佐南区における平成27年度梅雨期の豪雨を取り上げ、降雨データの使用性を議論する。
基調講演2　「広島土砂災害の教訓と今後の土砂災害対策」
広島大学教授　土田　孝
昨年8月20日に発生した広島土砂災害の教訓を活かし減災を実現する必要がある。
この観点から、今後取り組むべき土砂災害対策を考える。
15：35　(休憩)
15：45　話題提供
　　　　「梅林学区自主防災会－自主防災マップの制作から避難訓練までの経過－」
　　　　　　      建設コンサルタンツ協会中国支部防災委員会  委員長       青原　啓詞
　　　　「雨の降り方と土砂災害の特徴について」
　　　　　　    日本技術士会中国本部防災委員会　　　      委員　       中井 真司
　
16：55　閉会 挨拶　日本技術士会中国本部　 　　　　　　　　　本部長　     大田　一夫
	平成27年度　第1回防災講演会 
「みんなで考える土砂災害－降雨と避難について－」
参加申込書

主催：公益社団法人日本技術士会中国本部

申込ＦＡＸ番号：０８２－５１１－０３０９

※メール送信可能な方は、事務局の省力化のため、メールによる申込をお願いします。


標記講演会に参加します。
	
	氏名
	資格(注1)
	区分(注2)

	申込者
	
	□技術士 □修習技術者
□その他
	□会員 □非会員

	技術部門
(注3)
※複数選択可
	□機械　□船舶･海洋　□航空･宇宙　□電気電子　□化学　□繊維　□金属
□資源工学　□建設　□上下水道　□衛生工学　□農業　□森林　□水産
□経営工学　□情報工学　□応用理学　□生物工学　□環境　□原子力･放射線　□総合技術監理

	勤務先
	

	連絡先
	E-mail 
	
	□会社　□自宅

	
	ＦＡＸ
	
	□会社　□自宅

	
	ＴＥＬ
	
	 □会社　□自宅


注1） 資格は該当するものに■(または☑)を入れる。

注2） 区分で会員とは日本技術士会会員を指し、該当するものに■(または☑)を入れる。

注3） 技術部門は技術士か修習技術者のみ、該当するものに■(または☑)を入れる。

注4） 連絡先は(会社・自宅)のうち、該当するものに■(または☑)を入れ、E-mail等を記入。

注5） 同行者がいる場合は下記に記入。
注6） この個人情報は、本行事の参加申込み以外には使用しません。
	
	氏名
	資格(注1)
	区分(注2)

	同行者
	
	□技術士 □修習技術者
□その他
	□会員 □非会員

	
	
	□技術士 □修習技術者
□その他
	□会員 □非会員

	
	
	□技術士 □修習技術者
□その他
	□会員 □非会員


問合せ先：〒730-0017　広島市中区鉄砲町1-20第3ウエノヤビル6階

公益社団法人日本技術士会 中国本部
TEL:082-511-0305　FAX:082-511-0309　E-mail：ipej-hiro@rapid.ocn.ne.jp
公益社団法人日本技術士会 中国本部防災委員会／一般社団法人建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ協会 中国支部防災委員会 主催


公益財団法人広島市文化財団 まちづくり市民交流プラザ 共催　　[建設系CPDﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ]


平成27年度 第1回防災講演会（ご案内）


～ みんなで考える土砂災害－降雨と避難について－ ～








